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６．環境

1 2024/6/9 40代 1 阿波市 工事・工場騒音について

徳島県　後藤田正純県知事　様
はじめまして。表題の件で御相談させて頂きたく思いました。
先日、徳島新聞にて徳島駅周辺の開発について知事が周辺住民への騒音などを公に配慮するとの発言に感銘を受け、現状、私が直面している事についてお
聞きいただきたく思いました。
・対象案件
①○○工場　増築工事及び既存設備の騒音など
②中小企業の近隣住民への配慮について
・顛末
今年の２月末から対象事業所の工事が始まっているのですが、造成工事の段階から騒音がひどい状態でした。
発展を考慮し寛大な心で目を瞑っていましたが、先日から建方が始まり実際に聞いていた話と全く違うので先方の方との話し合いの顛末を以下に
①新工場の建屋高さについて
造成前の地鎮祭の段階で建屋の図面が欲しいと言っていたのにも関わらず、建方が始まってから持参→当初建屋の屋根が少し塀から出ると聞いていたのに
実際は遥かに超えている。話合いの席で、先方社長に話が違う事を詰めて聞くと
1平面図で高さを理解してもらっている→平面図では説明不可能（同席の施工会社も無理と）→どうやって理解してもらったのですか？との問い→黙ってし
まい何も言い返せない状態。（何故か睨まれました）※とどめに建築法に違反していないから大丈夫ですと耳を疑う発言（素人でも知っています）
2騒音につては昨日、ようやく防音シートが取り付けられました。※環境測定は当初から全く実施されておらず5/30にこちらから指摘し測定を始めた状態。
既存工場についても同様。
・総括
周辺住民への配慮を全く無視した悪質な事業所と私は思い、企業としてという以前に人としてのモラルの欠落を感じました。
現在、市の環境衛生課にて環境測定の段取りをしてもらっていますが対策された状態で測定されても意味が無いので今更感を感じています。
工事騒音で泣き寝入りをしている県下の住民の方は多々いると思います。一県民の現状を知って頂ければ幸いです。


